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当研究室はゲノムワイドを超える多種類のshRNAを含むライブラリーを作製する独自技術とRNAi
スクリーニングシステムを持っています。また、がんを画像診断する人工知能を学内外の研究者と
共同して開発しています。

■ 核酸医薬のためのRNAiライブラリーの供給とスクリーニングができます。
■ がん幹細胞やがん組織の画像を識別する人工知能の開発を提案します。

がん細胞の培養

RNAiライブラリーの作製と細胞評価系

遺伝子探索を支援する情報検索システム

がん幹細胞やがん組織を識別する人工知能

ヒト大腸がん、肝がん、マウスがん幹細胞
などを培養し、維持することが可能です。
様々な環境（核酸導入、薬剤添加、低酸素
など（の影響を細胞評価しています。
方法は、FACSを利用して、ミトコンドリア
膜電位、膜酸化、細胞老化、細胞分裂、
脂肪滴の取り込みを解析します。ほかに
qPCRなどができます。

当研究室はすでに100万種類を超える
shRNAライブラリーを持っています。
さらに合成することも可能です。有用な
分子のスクリーニングはFACSを用いて、
高効率細胞評価系で行います。

RNAiスクリーニングでヒットしたshRNA
は塩基配列を解析して、その標的遺伝子
情報を取得します。当研究室ではウェブ
ツールを開発に成功しました。探索研究
をブーストアップします。

生成系人工知能（AI）などを使用して、
がん幹細胞を画像で識別するAIを開発
しました。がん組織を識別するAIの開発
も進めています。専門的な判定をサポート
するAIの開発を目指しています。
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【1】 脂肪滴の蓄積を抑制する遺伝子
を探索する新たなスクリーニング
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新たな抗がん作用機構を発見　
2/1/2023
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